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※日本共産党は以上の見解を発表しました。
日本共産党

一、ロシアは24日、一方的に「独立」承認
したウクライナの東部地域にロシア軍を侵入
させるとともに、ウクライナ各地の軍事施設、
キエフ、オデッサなどへの攻撃を始めた。こ
れはウクライナの主権と領土を侵し、国連憲
章、国際法を踏みにじる、まぎれもない侵略
行為であり、断固糾弾する。ただちに軍事行
動をやめ、撤退させることを強く求める。国
際社会が、ロシアのウクライナ侵略反対の一
点で団結し、侵略をやめさせることを呼びか
ける。

一、プーチン大統領は同日の演説で、今回
の軍事行動はウクライナ東部地域の「要請」
を受けたもので、国連憲章51条の「集団的
自衛」だとしている。しかし、一方的に「独立」
を認めた地域・集団との「集団的自衛」な
どありえず、国際法上まったく根拠がない暴
論である。
　大統領はまた、ウクライナの「脱軍事化、
脱ナチス化」を進めるとのべ、東部にとどま

ウクライナ侵略を断固糾弾する
ロシアは軍事作戦を直ちに中止せよ
志位委員長が緊急声明

らず、ウクライナ全土でロシア軍を展開させ
る構えを見せている。ロシア国防省はウクラ
イナの各地の軍事施設への攻撃も明らかにし
た。ウクライナを独立国・主権国家として認
めない態度であり、厳しく非難する。

一、プーチン大統領は、この侵略行為にあ
たって、ロシアが核兵器大国であることを誇
示し、欧米の批判や制裁の動きに対抗する
姿勢を見せている。核兵器で世界の諸国を
威嚇するものであり、今日の世界において、
決して許されるものではなく、怒りを込めて
糾弾する。

　日本共産党の志位和夫委員長は24日、国会内で記者会見し、「ウクラ
イナ侵略を断固糾弾する　ロシアは軍事作戦を直ちに中止せよ」と題す
る声明を緊急に発表しました。声明は、ロシア、ウクライナをはじめ各国
大使館に送りました。声明の全文は次のとおりです。 志位和夫委員長


